












O. 十二分教中の avadana[A v ]における Avの語源・原始形態につい
ては、未だ定説は得られていない。本稿は、従来殆ど顧られなかった pali
[paJにおける apadana[apJの用例の検討により、 Avの原義の解明の
一助としたい。paの apの用例は ACritical Ptli Dictionary [CPD J (begun 
by V. Trenckner， Copenhagen， 1924-)にほぼ網羅される。 CPDはapの
意味を:1.切断 2.( a )刈入れ、刈取り、収穫 (b)収穫作業、刈り取った畑
( c )偉業、結果、作業(価値ある行為) (d)そういった行為の物語又は報
告、とするが、これらの意味は修正を要する。
1.1 まず、 apが「切り分ける」意味で用いられる箇所を、 Aggannasutta
に見出す:atha kho tesarp vasettha sattanarp badalataya antarahitaya 
akatthapako sali patur ahosi.yan tarp pato patarasaya aharanti 
sayarp tarp hoti pakkarp pativirü~harp， nttαdttna'Yflραntyati. r次にヴア
ーセッタよ。彼ら有情達にとってパダーラターが隠れた後、耕さずに熟すサーリ
米が現前したものとなった-・…朝に朝食の為にそれを取ってくれば、それは夕方
に熟し再び生長したものとなり、 apは知覚されない。J(D IU， p.8) 
後にこの米を食べる事によって男女の性器が生じ、セックスが行われる。
更にこの米を刈り貯めて数日分貯えると、米に糟と籾殻が生じ、「刈っても
再生せず apが知覚され Ounampi nappativirü~harp apadanarp pannay-
ittha) Jる。註釈は以下の知し:napadanarp pannayat1 ti alayikarp hutva 
anunam eva pannayati. r napadanarp pannayatiとは、刈られていないものと
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なった後に、他ならぬ欠損なきものが知覚される〔という意味)oJ(Sv p.869); 
apadanam pannayittha ti chinnatthanam unam eva hutva pannayati. 
r apadanam pannayitthaとは、切断された場所が、他ならぬ欠けたものとなっ
て知覚される〔という意味JoJ (loc. cit.) 
註釈は apを「メIJられて、切断された場所」と理解する。さて同経には、
平行箇所を有する多くの仏典が存在する2)。その内 Mahasamvartanikatha 
[ed. K. OkanoJ 3.2.2では:samgrahadosanidanam dr~tvã salisu 
vibhavyamゆαdanam/sei?arp.ca kal)atui?amayarp. jano jagrahe svadoi?am 
ayam/ /とあり、 apを用いているが、 Mαhavastu[ed. E. SenartJにおいて
は apが avadanaに置換される:Sali akano atusah surabhitandulah 
pradurbhaveya sayarp. luno so kalyarp. bhavati jato pakvo virucl.ho 
avadanaJ?'Z pi se na prajnayati (1， p.34lf.) . 
更に、 Sanghabhedavastu[ed. R.GnoliJ (SBhV)では、 apは「刈るjを
示す語で言い換えられる:…sasayam lunah kalyam pakvas ca bhavati 
prativirucl.has ca/kalyarp. lunaちsayarp.pakvas ca bhavati prativirucl.has 
ca iti luno luna年prativirohatyavalavas ca prajnayate (1， p.11) . 
太字部分は、 Gnoliによると写本では abalasとあり、彼は alunasと訂
正する。彼の訂正は一理あるものの様に見えるが、 p.14で彼は‘lunoluno 
na prativirohaty abalas ca praj筒 yate'と校訂し、 Gnoliの訂正には問題
が残る。そこで Gnoliの挙げた蔵訳の平行箇所を見ると、‘brIlaspar yaIl 
mIlon no'とある。一方 Mahavyutpattino.53053) (榊:5314) には、
‘avalavas4) ca na prajnayate'とあり、その蔵訳をもrIlagspar (榊:sar) 
yaIl mi mIlonとする。この事より、 abalasは元々 avalavasと有った可能




る。尚、諸漢訳では、『世記経j(大正新傍大蔵経 [TJ1， p.148b-c) r収後
復生無有蓋稗。……収己不生有枯樟現……収己不生現有根稗(三本では「故
株J)J ; r起世因本経j(T1， p.416b) r未刈之慮。依嘗而住(?)J;r婆羅婆
堂経j(T1， p.675a) r朝刈暮生暮刈朝生。熟有盟無生気(?)J;r根本説一
切有部見那耶.，! (T23， p.635c) r……復数取而無異状(?)Jとある。
さて数種ある Jdaの内、この文脈に合うのは‘mahen，abschneiden'の
Jdaと‘teilen，verteilen， abtrennen， abteilen'を意味する Jdaとの何れ
かであろう 6)。この箇所の apは「刈るJを意味するのが相応しい様に見え
るが、諸々の skt.辞典を見る限り、この意味での Jdaが apaもしくは
avaと共に用いられる例は存在しない。 avaと共に用いられる Jdaは
‘teilen， abtrennen'を意味する方7)であり、その点で言えば此処の apも







apを「分割を離れる事」と解する:danarp. vuccati avakhal).clarp. apetarp. 
danato ti apadanarp. anaval王hal).clanarp.ti attho. saha apadanena 










について:…tat出aanapadano ti apadanavirahito. apadanarp vuccati 
paricchedo. apattiparicchedavirahito ti attho. r..そこで、 anapadanaと
はapを離れた者〔という意味)0apとは『周囲を切る事、限定.sparicchedaと







尚、 Sadd[ed. H. SmithJ (p. 398): dana avakhandane danati apa幽
danam; Abh 943 [text未見。 CPDの用例より]: kha判aneapadanarp ca 




聞ち Ba.均u1J4i郎 utta:til).' imani bhikkhave balassa balalakkha坊が
balanimittani balaραdanani. katamani tini? r比丘達よ、これら3つは愚者に
とって患者の特徴たち Oakkhanani)であり、患者のしるしたち (nimittani)で





tattha balalakkhaI;a早 tibalo ayan ti etehi lakkhiyati nayati ti 
balalakkhal.Jal.Ji， tan' ev' assa sanjananakaral.Jani ti balanimittani， 










の所説とパラレルな経典が A1， p.l02 に2つ存在し、 ap が現れる:
kammalakkhal.Jo bhikkhave balo kammalakkhal.Jo pal.Jc;lito apadane 
sobhati panna ti. r比丘達よ、患者とは行為を特徴として持ち、賢者とは行為を
特徴として持つ。智慧は apに於いて輝く。J;tini imani bhikkhave...balapa 





註釈でも apを caritaと解す:apadanasobhani panna13l ti ya panna 
nama apadanena sobhati. bala ca pa♀c;lita ca attano cariten' eva pakata 
hontlti attho. r apadanasobhani pannaというのは、智慧というものは apを手
段として清らかになる〔という事である〕。愚者達も賢者達も、自分自身の他なら
ぬ所行を手段として、明らかなものとなる、という意味。J(Mp I， p.169) 
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次に、 AV， p.337における apもlakkhanaを意味する:kacci pana-
yam subhuti saddho bhikkhu saddhassa upasakassa putto saddha 








る。註釈も:saddhapadanesu ti saddhanam puggalanam apadanesu 
lakkhanesu. r saddhapadanesuとは、信仰有る人々の apC即ち〕諸特徴におい
て〔という意味)oJ(Mp V， p.82)とし、この理解は保証される。




以下の如く述べる:ke ca chave sigale ke pana sihanade14) tievam eva 
kho tvam avuso patikaputta suga匂仰danesujivamano sugatatirittani 
bhunjamano... rそして卑しいジャッカルは誰か? 一方獅子H孔とは何か?jと
まさにこの様に、パーティカプッタ君、汝は善逝の apたちにおいて生きつつ、
普逝の残り物たちを享受しながら・…・・J(D II， p.24) 
此処で註釈は、 sugatapadana= sugatalakkhaJ:.laとする:sugatalak-
khal)esu sugatassa sasanasambhutasu t1su sikkhasu. katham pan' esa 
tattha jivanti. etassa hi cattaro paccaye dadamana sll'adigul)・
asampannanam sambuddhanam dema ti denti， tesam esa abuddho 
apadana/avadanaについて 35 
samano buddhanarp. niyamitapaccaye paribhunjanto sugatapadanesu 






しつつあるので、 sugatapadanesujivatiという。J(Sv p. 828)。但しこの註釈は
かなり後代の解釈が入り込んでいる感がある。 CPDはこの一節を
'gleaning where the Buddha has mowed'とするが、それを裏付ける資料
も存在しない。 Vedaの avadanaを考慮すれば「善逝の為に切り分けられ
た(供物?)Jとも読めるが、想像の域を出ない。
1.3 以下の例は註釈で「行いJと説明される apである。まず Anum・
5仰抑taでは dovacassakaranodhammoの一つに apが取り上げられ
る:puna ca pararp. avuso bhikkhu cudito codakena ゆadl加ena samp-
ayati. yam p' avuso bhikkhu cudito codakenaゆadanena sampayati 
ayam pi dhammo dovacassakaraIfo. r更に、友等よ、叱責者によって叱責さ
れた比丘が、apに関して説明しない。友等よ、叱責者によって叱責された比丘が、
apに関して説明しないという、この事も『悪い言葉に属するものを作る決まり』
である。 (M1， p.96)J 
そして註釈 (Ps1 p. 66)は、「自分の行いに関して (apadaneti attano 
cariyaya.) Jと述べる。また Th47: 
namo te buddhavir' atthu vippamutto. 'si sabbaddhi/ 






いう意味であり〕……(tuhyarptava apadane ovade gatamagge pati-
patticariyaya vihararp...) Jとしており、 apニcariyaの図式が見て取れる。
少なくとも CPDがこの apの意味を 2.(b)に充てる根拠は存在しない。
以上の如く、 ap=cariyaや caritaと解する事は、かつて M.Winternitz 
が avadana，apの原義を「行為」であると主張した事に合致する15)。
1.4 Ap-a p. 10lf.は apの数種類の意味を列挙する。しかし今まで検
討した様に、以下に挙げる如き意味は canonには見出し得ない。但し、 ap
の意味が karanaであると説明する点は留意すべきだと思われる:
apadanan ti ettha apadanasaddo karat:J.a-gahat:J.a-apagamat:J.a-patipati 
akkosanadlsu dissati. tatha hi khattiyanarp apadanarp brahmat:J.anarp 
apadanan ti adlSU karat:J.e dissati khattiyanarp karat:J.arp brahmat:J.anarp 
karanan ti attho. upasakanam apadanan ti adlSU gahane dissati sam 
su件hugahat:J.an ti attho. vat:J.ijanarp apadanarp suddat:J.arp apadanan 
ti adlSU apagamane dissati tato tato tesarp apagamanan ti attho. pit:J.c;l-
apatiko bhikkhu sapadanacaravasena pit:J.c;laya carat1 ti adlSU patipat-
iya dissati gharapatipatiya carat1 ti attho. apagata ime samanna 
apagata ime brahmanna ti apadanet1 ti adlSU akkosane dissati 
akkosati paribhasati ti attho. idha pana karane dissati. tasma 




















2. 以上の検討から、 paに於いて apは(1)切り分ける(2 )特徴















[karma] (2)過去に達成された行為 [karmavrttam， ativrttam] (3)英
雄的行為 [parakrama]、不思議な行為[adbhutakarma]、清浄な行為








釈迦が過去七仏並びに Vipassinの事績を語る前に:iccheyyatha no 
tumhe bhikkhave pubbe-nivasa-patisarpyuttarp dhammirp katharp 
sotun. rでは比丘達よ、汝らは過去の居所に関する法話を聞きたいかどうか?J 













また pa仏典の略号については CPDの Epilegomenaに従った。
2) この事については、杉本卓洲「仏教の創世記ー←悪j去の始まり H五
戒の周辺 インド的生の夕、イナミズムj(平楽寺書居， 1999)， pp. 174ff 
を参照の事。
3) 底本には、 Y.Ishihama & Y. Fukuda (ed.) ， A New Critical Editon 01 
the Mahavyutpatti (The Toyo Bunko， 1989)を用いている。
4) 底本は avalapasと読むが、文脈上この読みでは意味を為さないので、
榊本の読みを採用する。
5) S. Dietz， Fragmente des Dharmas.初ndha:Ein Abhidharma-Text in 
5anskrit aus Gilgit (Gδttingen， 1984)， p.11を参照の事。
6) ]. Narten，“Das altindische Verb in der Sprachwissenschaft" 51うrache
14 (1968)， pp. 113-134， esp. p. 130 = Kleine 5chr併en，Bd.1 (Wiesbaden， 
1995)， pp. 76-96， esp. p.92を参照。また、].N arten， Die sigmatischen 
Aoriste im Veda(Wiesbaden， 1964) ， pp.138ff; M. Mayrhofer， Etymolo-
gisches Wo.rterbuch des Altindoarischen 1. Band (Heidelberg， 1986 
1992) s. v. DN， DA'も参照。
7) O. Bohtlingk & R. Roth， 5anskrit W orter仇(ch[PWJ (St. Petersburg， 
1855-1875) s. v. da mit avaを参照。また、L.Renou， Vocabulaire du 
rituel vedique (Paris， 1954) s. v. avadana; C. Sen， A Dictionary 01 the 
Vedic Rituals (Delhi， 1978) s. v. avadana; K. Mylius， W orterbuch des 
altindischen Rituaゐ(Wichtrach，1995) s. v. avad孟na.も参照の事。
8) 尚、(恐らく)CPDを根拠にして、 rpaの apが刈取りを意味するので、
それが karmavipakaや karmaphalaといった業の農業的用語と結ぴ
っき、 Avが、『業呆を刈取る]という意味で業報物語を意味する様にな
った」と主張する、 S.M. Cutler， 
nal 01 the Pali Text 50ciety XX (1994)， pp. 1-42; J. Tatelman， The 
Glorious Deeds 01 Pur1'}a: A Translation and 5tudy 01 the Pur1'}-
ilvadilna (Richmond， 2000)のアイディアは興味深いが、現実に apが
kammaphalaや kammavipakaと用いられる例を筆者は現時点で発
見していない。
9) PTS版は sapadanamだが、 HarvardOriental Series版より訂正。
10) この事について、阿部慈園 rBuddhaghosaとPanini- indriya， sila， 
dana， khalu一一Jr曹洞宗研究員研究生研究紀要j16 (1984)， pp.289 
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285， esp. p. 287f.を参照の事。
11) 森祖道『パーリ仏教註釈文献の研究一一アッタカターの上座部的様
相一一~ (山喜房仏書林， 1984)， p.469f.によると、 Vismも Spも
Buddhaghosaの真作と一応諸学者に承認されているが、確実視されて
いる訳ではない。








14) この一節の巴 endingを、東部方言男性単数主格と解す。 Svp. 828: ke 
ca cheve(sic) sigale ti ko ca lamako sigalo ke pana siha-nade ti ko 
pana siha-nado. Cf. H. Luders， Beobachtungen uber die Sρrache des 
buddhistischen Urkanons (Berlin， 1954)， p. 15. 
15) M. Winternitz，“avadana， apadana" r萩原博士還暦記念祝賀論文集』
(復刊，山喜房仏書林， 1972)， pp. 7-12.を参照の事。更に、 Winternitz
が未検討の例として、 KautiliyarthaSastra[KASJの用例を挙げる。KAS
は、 apを文脈上「犯罪行為」の意味で用いる:saI.kaniye dese liI.ge 
pilrvapadane ca grhitam anuyunjita. ["疑わしい場所〔にいたり、疑わ
しい〕人相〔をしていたり〕過去の apで捕えられた者を尋問すべし。」





pilrvapadane ca pilrvakrte cauryadivrtte ca pratite sati [Srimilla 
ad 2.36.36]; karupilrvacaritam [ad 3.12.35]; pロrvakrtapadanasa-
hayafi pilrvakrtani cauryaIf. [ad 4.5 .11J; pilrvakrtapadanam 
pilrvam anyatra krtacauryam [ad 4.6. 2J; pilrvakrtapadanam 
pilrvakrtacauryam [ad 4.8.26].一方、 avadanaを Kangleの校訂
本は一度挙げるが、 T.G. Shastriの校訂本では apの読みを採用し、
apadana/avadanaについて 41 
実際 avadana という読みか疑わしい (Kangleの挙げる異読では
…apadanatvatとある): pitrpaitamahan amatyan kurvlta dp?戸va-
danatvat.r先祖代々〔の家臣達〕を大臣達と為すべし。〔彼らの)avadana
が見られたという事の故にJ[1. 8 .16J 0 Kangleは、この avadanaが肯
定的な意味で用いられているので、 apと区別されるべきだと考えたの
だろうか。しかし、 apそのものに善悪の基準が内包される訳ではある
まい。従って、 Kangleの avadanaという読みには疑問である。1.8 .16 
に対する Srimula註:dr~戸pad呂田tv忌t dr~tarp sak~ad anubhutam 
apadanam purvavrttam...又、 Winternitzが未検討の Mahabharata 
にも apが現れる (1.140.11，2.5.37， 3.16.21， 8.45.56，12.329.20， 
15.16.13等)。紙数の都合上検討は省くが、 2点のみ指摘する。I)apは
文脈上「特徴的な行為」を意味するが、常に良い意味で用いられてはい
ない (1.140.11，12.329.20)。更に 3.16.21の apは「配分」の意味の
可能性がある(但し N!lakanthaはupadhanaと読み、 visesaの意味
と解す)0 2) Critical Ed.は毎回 avadanaを異読に挙げる。これは ap/
avadanaが流動的で、あり交替可能でhあった事実を示す証拠の 1つとな
り得る。
16) paribhasatiと動調で説明する以上、 apadaneti(apの Denominativ?)
と読むべきに思われるが、かような動詞形は CPDも用例を挙げず、筆
者も現時点で他に用例を見出していない。
17) PW s.v. da mit ava. avaに 'herab，weg'の意味がある事について
は、B.Delbruck， Altindische 砂川ax(Halle an der Saale， 1888)， p.
449f.を参照の事。
18) ]. S. Speyer， Avadanacata初 :A Century 01 Ed砂ingTales Belonging 
to the Hinayana (St. Pet巴rsburg，1906-1909)， vol. I， p.ii f. 
19) M. Winternitz，ゆ α~t. ， p.9. 
20) 写本には経典名が欠落しているが、 Abhidhar初 akosa-ゅayikaは、長阿
合中の‘satsutrakanipata'の1つに‘rtogpa brjod pa chen po'i 
mdo¥即ち Mahavad，伽 αsutraの訳語を挙げる。本庄良文「ウパーイカ
一所伝の長阿合H印度学仏教学研究j33-2 (1985)， pp. 783-779， esp. p. 
781.を参照。‘satsutrakanipata'については、 J-U. Hartmann，“Der 
Satsutraka-Abschnitt des in Ostturkistan uberlieferten Dlrgha-
gama" Zeitshrilt der DeuおchenM orgent.伽 dischen Gessellschalt 
Suppl. 10 (1994)， pp. 324-334が参考になった。
42 
21) A1ahavadanαsutraには対応箇所がないが、『大本経.1tこは「汝等欲聞如
来識宿命智於過去諸悌因縁不J(Tl， p. 1c) r吾今欲以宿命智説過去悌事
汝欲聞不J(Tl， p. 3c)とある。「因縁Jという語は、 nidanaの訳語では
なく、単に「いわれ」という程度の意味と忠われる。その事は、後で単
に「事」と訳す事から推測される。 H弗説七f弗経jでは単に「汝等幾聞」








B1oomfield，“The Saribhadra Carita: A Story of Conversion to 
J aina Monkhood" Journal 01 the American Oriental Society 43 (1923) ， 
pp.257-316， esp. p.260; N. Balbir，“The Micro-genre of Dana-
stories in Jaina Literature: Problems of Interrelation and Diffusion" 
lndologica Taurinensia XI (1983)， pp.145-161を参照。
(大学院後期課程学生)
